
 

 

 

            冬至は、１年のうちで最も太陽が低い位置に来るため、昼が短く、夜が長 

くなります。 

昔は、太陽の力が最も弱くなる日とされ、この日を境に太陽が生まれ変わり、 

運が向いてくると考えられていたことから、ゆず湯で身を清め、邪気を払う 

小豆や、「ん」のつく食べ物を食べて「運」を呼び込む風習があります。 

 

 

 

 

 

 

 


